うみのわの目的

来館者に足摺宇和海国立公園の美しさを見てもらうことに加えて、うみのわでは人々に継続的に自然保護の当事者意識を持ってもらうことで、今後の世代に美しい公園を受け渡していくことも狙われています。そうした人々を巻き込む活動の例として、地元のボランティアは定期的に森林の維持活動を行ったり、サンゴへの被害を防ぐために一部の種類のヒトデが増えすぎないようにするなどの活動を行っています。またうみのわは、来館者と地元住民の橋渡し役となり、地域の自然と文化の保護に必要な架け橋を築くことも目標にしています。さらにこのセンターは、地域社会の知恵と習慣を次の世代に伝えるために、地元の学校やその他の機関を巻き込んだ活動を行っています。

